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午前１０時００分 開議

○議長（小比類巻雅彦君） おはようござい

ます。

出席議員は定足数に達しておりますので、

会議は成立いたします。

本日の会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第３号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第１ 市政に対する一般質問

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第１ 昨日

に引き続き、市政に対する一般質問を行いま

す。

４番奥本菜保巳議員の登壇を願います。

○４番（奥本菜保巳君） おはようございま

す。

日本共産党奥本菜保巳でございます。

それでは、基地問題、教育問題、観光政策

について質問させていただきます。

まず、第１の質問、基地問題の１点目、無

人偵察機グローバルホークの三沢一時展開と

ＦＡ－１８戦闘機の訓練に移転による運用実

態について、また、それらに起因する被害状

況について伺います。

安倍政権による積極的平和主義の名のもと

に、アメリカと自衛隊の一体化を推し進めな

がら軍備の増強、全国的な訓練強化が行われ

ています。

そうした中、三沢市では今年度から、これ

まで米軍がグアムに配備している無人偵察機

グローバルホーク２機が三沢基地に一時配備

され、５月から１０月まで、週２回程度運用

されたとしています。

三沢基地に配備されたのは、攻撃能力のな

い偵察型とのことであり、三沢基地に拠点を

置き、北朝鮮のミサイルや核開発など、周辺

国への監視強化に当たる。画像情報だけでな

く、電波や赤外線情報も集めて、地上施設で

解析することによって、軍事施設で何が行わ

れているのかも探る。

この無人偵察機は、改良されているとは言

いますが、一部では大変墜落が多いとも言わ

れています。偵察機ゆえに実態がベールに包

まれていることも懸念されます。

三沢基地では、主に夜間に運用されたとの

ことでしたが、民間機への影響はどのように

回避したのか、夜間の三沢空港での影響はど

うだったのか、ふぐあいはなかったのか、懸

念されるところです。

さらに、三沢市では、沖縄の基地負担軽減

を理由に、今年度から岩国所属のＦＡ－１８

戦闘機の訓練も受け入れました。ＦＡ－１８

戦闘機は、エンジンが双発のため、単発機の

Ｆ－１６に比べ、騒音も大きいとされていま

す。

また、海兵隊ということで、米兵等による

事件・事故も懸念されるところです。

そこで、伺います。グローバルホーク一時

展開と訓練移転によるＦＡ－１８戦闘機の運

用実態は、どのような規模で行われたのか。

また、それらに起因する騒音、事件・事故、

危険な飛行などの被害状況について報告して

いただきたいと思います。

次に、基地問題の２点目、三沢市独自の航

空機の騒音測定器設置について伺います。

三沢市民は、常日ごろより航空機による騒

音被害に悩まされています。私は、比較的騒

音が少ない大町に住んでいますが、先日も朝

７時過ぎごろから、ゴーという爆音が響き渡

り、防衛事務所に苦情の電話をかけました。

何の訓練かと尋ねたところ、通常の訓練とし

か把握しておりませんという回答でした。

また、基地周辺に暮らす住民からも、すさ

まじい爆音で、防音工事が済んでいるにもか

かわらず、窓ガラスが振動する。仕事の夜勤

明けで、日中に睡眠をとらなければならない

のに寝ていられないというお話を伺いまし

た。

負担増となる訓練移転を受け入れ、騒音被

害が大きくなっていると感じています。住民

の不安と健康被害に対し、しっかりと対処し

ていく必要があります。

基地周辺では、騒音区域と、その境界をめ

ぐって、住民から不満の声も聞かれます。区
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域線からわずか道路幅員４メートル未満しか

離れていないのに、防音工事の対象にならな

いのはおかしいのではないかという声が上

がっています。

また、移転対象外とされ、町内を分断、取

り残された町内の方々の騒音対策も重要で

す。

そこで、先月、１１月から三沢市が独自

に、岡三沢地区、下久保地区、三川目地区に

航空機の騒音測定器を設置されたとあります

が、具体的にどのように住民の騒音負担軽減

につなげていくのか、その目的と効果につい

て伺います。

次に、第２の質問、教育問題の１点目、当

市における奨学金制度の現状について伺いま

す。

まずはじめに、日本における教育費の問題

点を指摘したいと思います。

日本の学費は世界一高いと言われていま

す。そして、日本の家庭の教育費負担は、世

界でも異常な重さです。子供１人育てるの

に、大学卒業までは２,０００万円から３,０

００万円。

日本政策金融公庫の２０１３年の調査によ

ると、高校から大学卒業までにかかる費用

は、子供１人当たり平均１,０００万円以上

ということです。これでは、子供を産み育て

るためには、大変お金がかかるため、資金が

ない人は、結婚、出産、子育てに消極的にな

らざるを得ない現実があります。高過ぎる教

育費も少子化が進む一因ではないでしょう

か。

また、ＯＥＣＤ・経済協力開発機構の教育

状況の調査結果によると、日本の教育への公

的支出は、国内総生産、いわゆるＧＤＰに占

める割合は、ＯＥＣＤ加盟国３０カ国の中で

５年連続最下位になっています。日本は世界

第３位の経済大国でありながら、教育にかけ

る公的予算は極めて少ないと言えます。

ヨーロッパでは、多くの国で給付型の奨学

金制度があり、学費も無料が多いと言われて

います。そこには、子供は社会全体で育てる

という考え方が根づいているからです。学生

がきちんと勉強ができて、知識や技術を身に

つけて社会に出ていくことは、社会全体を豊

かにすることにつながります。

日本のように、受益者負担主義を唱え、益

を受けるのは本人、学生ですから、だから

払って当たり前だという考え方に立てば、高

いお金を払ったのだからと、自分の懐だけを

考える人間に育ててしまいます。

そもそも教育を受ける権利は、親の経済力

にかかわらず、ひとしく全ての子供に保障さ

れるべきものと考えます。そのためにも、高

過ぎる学費負担の軽減と奨学金制度の充実が

必要です。

しかし、残念ながら日本では消極的です。

長引く不況から、奨学金利用者が年々増加し

ている一方で、派遣法の改悪が繰り返された

ことによって、若者の２人に１人が非正規雇

用となり、奨学金返済苦問題が社会問題化し

ているということです。

大学などでの高い入学金や在学費用に充て

るために、教育ローンを組んだり、奨学金を

受けるなどして賄っている学生がふえ続けて

いる一方で、大学を卒業しても職につけな

かったり、非正規雇用であったり、ブラック

企業であったりで離職し、奨学金の返済が

滞ってしまうケースがふえているそうです。

利用者が最も多いと言われている日本学生

支援機構の奨学金の場合、無利息の第１種奨

学金と、上限が３％の利息つきの第２種奨学

金があるようです。利息つきですから、実際

に借りた金額より多く払わなければなりませ

ん。４０歳過ぎても払い続けなければならな

いというわけです。

また、日本学生支援機構の奨学金の場合、

まず、連続で３カ月以上滞納すると、ブラッ

クリストに登録されてしまうそうです。延滞

金には、ペナルティーとして、平成２６年度

採用者からは５％、それ以前の採用者は１０

％が課せられ、延滞元本も含めて一括返済し

なければ、返済猶予などの次のステップに進

めない仕組みとなっているそうです。
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さらに、滞納９カ月目以降からは、法的措

置の対象になり、現に１万件以上もの訴訟が

日本学生支援機構から起こされているそうで

す。

最終的に法的措置がとられても、返済が免

除されるわけではなく、返済金が訴訟費用か

ら延滞金、元金の順に充てられるため、幾ら

返済しても元金が減らないという事態に追い

詰められているケースもあり、それが社会問

題化しているようです。

奨学金が金融事業であってはなりません。

ブラックリスト登録の廃止、奨学金の無利子

化、延滞金の廃止が喫緊の対策として挙げら

れます。

そこで、次の３点について伺います。

１点目、当市の奨学金制度の内容につい

て。２点目、応募者数と決定者数について。

３点目、滞納者数と、それに対する返済猶予

などの救済策について、どのように対応され

ているのかを伺います。

次に、教育問題の２点目、給付型奨学金制

度の導入について伺います。

先ほども述べましたが、子供は社会全体で

育てる、それが社会全体を豊かにすることに

なるという考え方から、私は給付型奨学金制

度が一番望ましいと考えています。国の制度

として実現できるよう運動を広げることが大

切だと思いますが、そのためにも、まずはこ

の三沢市でも取り組んではどうかと提案いた

します。

また、給付型奨学金制度を導入している自

治体も出始めています。八戸市では、来年度

から、返済不要の給付型の奨学金制度を新設

するとしています。高校生や大学生が安心し

て教育が受けられるようにするのが狙いとあ

ります。

そこで、三沢市でも経済的理由で学ぶ意欲

をそがないために、給付型の奨学金制度を導

入すべきと思います。八戸市のように条件を

つけず給付することが理想ですが、まずは当

市において人材不足が深刻となっている職

種、例えば医師、看護師、保健師、介護士、

保育士、技術系等、さまざまな人材不足にあ

る職種を目指すための進学に対し、返済不要

の給付型奨学金制度を導入して、三沢市の人

材確保につなげてはどうでしょうか、当市の

見解を伺います。

次に、第３の質問、観光政策について伺い

ます。

三沢市では、これまで三沢市の特性を最大

限に活用し、観光政策に力を入れ、地域経済

の振興と観光客の誘客に努めてきました。こ

のことは高く評価しております。

先人記念館においての「新島八重と斗南特

別企画展」では、これまでで最高の集客があ

りました。

また、三沢の特産物の売り込みにも力を入

れ、市内でのさまざまなイベント開催、新青

森駅や東京方面での物産展等にも積極的に参

加し、ＰＲしてきました。三沢市には全国に

誇れる観光資源が豊富にあると思います。

そこで、転入者が多いという三沢市の特性

を生かし、１年に２,０００人もの全国から

の転入者に対し、三沢市のさまざまな観光施

設や公共施設を紹介しながら、三沢市の特産

物であるナガイモ、ゴボウなどの根菜類、イ

カやヒラメなどの魚介類、また、それらの加

工食品のＰＲをしてはどうでしょうか。

観光案内に加えて、生活情報の提供、例え

ば個人病院、銀行、個人商店、温泉などを紹

介して、三沢市での生活に不便を感じさせな

いよう、満喫していただけるよう、まち歩き

ツアーやバスツアーなるものを企画してはど

うでしょうか。

転入者に対しては、現在、転入手続の際

に、さまざまな生活と観光の情報案内のカタ

ログを渡しているということですが、さらに

きめ細かな、おもてなしの心を添えて行う案

内ツアーなるものを企画してはどうでしょう

か。

実は、三沢基地に配属されたばかりの米

兵、軍属らしき方々がバスからぞろぞろおり

てきて、通訳ガイドの方が観光案内をしてい

る光景を見て、この企画を思いつきました。
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このようなバスツアーをバージョンアップさ

せた企画で、三沢の観光資源のＰＲと、それ

によって地域にお金を落としていただけるよ

う、地元の経済活性化に結びつけてはどうで

しょうか。当市の見解を伺います。

以上をもちまして、壇上からの一般質問を

終わります。御答弁をよろしくお願いいたし

ます。

○議長（小比類巻雅彦君） ただいまの４番

奥本菜保巳議員の質問に対する当局の答弁を

求めます。

市長。

○市長（種市一正君） おはようございま

す。

ただいまの奥本議員御質問の基地問題につ

いての第１点目、今年度、新たに行われたグ

ローバルホークの一時展開と、三沢対地射爆

撃場を使用したＦＡ－１８戦闘攻撃機による

訓練移転に関する質問については私から、そ

の他につきましては副市長並びに担当部長か

らお答えをさせますので、御了承願います。

はじめに、日本国内の基地ではじめて一時

展開した大型無人偵察機グローバルホークで

ありますが、情報収集等を任務として、グア

ム島のアンダーセン空軍基地を拠点に活動し

ている機体のうち２機が、台風などの影響を

避け、今年度、三沢基地に一時展開したとこ

ろであります。

一時展開運用に当たっては、遠隔操作や整

備に必要な支援要員約４０人が三沢基地に配

属され、５月２４日に１機、５月２８日に２

機目が飛来し、６月７日より週２回程度の運

用が開始され、１０月４日には一時展開を終

え、帰投しております。

一時展開中における具体的な運用状況につ

いては、米軍の運営上の理由から明らかにさ

れておりません。

なお、三沢基地での一時展開中におけるグ

ローバルホークに起因する被害の報告や苦情

はございませんでした。

次に、三沢対地射爆撃場を使用したＦＡ－

１８戦闘攻撃機による訓練移転に関しての状

況でありますが、訓練は、土日を除く６月１

２日から６月２４日の間、戦闘訓練及び空対

地射爆撃訓練等を三沢東方空域、秋田西方空

域及び三沢対地射爆撃場を使用して、５日間

実施されたところであります。

訓練参加規模につきましては、米軍から岩

国基地第１２海兵航空群のＦＡ－１８戦闘攻

撃機が１０機程度、人員約１８０名程度が参

加いたしております。

航空自衛隊からは、三沢基地の第３航空団

からＦ－２の戦闘機が２機程度、千歳基地の

第２航空団からＦ－１５戦闘機が４機程度の

ほか、北部航空警戒管制団も参加いたしてお

ります。

この訓練移転における訓練実施中、市民の

方からは、騒音についての苦情が２件ありま

した。その他の事件・事故等の情報、苦情は

ございませんでした。

私からは、以上でございます。

○議長（小比類巻雅彦君） 政策財政部長。

○政策財政部長（中西敬悦君） 基地問題に

ついての第２点目、航空機騒音測定器に関す

る御質問にお答えいたします。

市では、市民から寄せられた騒音苦情の実

態把握や設置要望等を踏まえ、三沢飛行場周

辺の騒音区域内に５台、区域外に３台の計８

台体制で、航空機騒音の常時測定を行ってお

ります。

騒音測定をどのように騒音対策につなげて

いくのかとの御質問でありますが、国の指定

する騒音区域により、住宅防音工事の助成や

住宅等の移転補償が対象となり、国による騒

音対策事業が実施されます。

市では、国が指定した騒音区域の内外で騒

音測定を実施しており、区域指定の整合性に

ついて、従前より調査を行ってきておりま

す。

国の指定区域と市の調査結果に乖離が生じ

た場合には、国に対して区域指定の見直しを

要望していくことで、騒音被害による住民対

策につなげており、さらには、今後、三沢基

地の運用、態様変更に対処するためにも、効



― 55 ―

果的な測定体制を継続することといたしてお

ります。

以上でございます。

○議長（小比類巻雅彦君） 副市長。

○副市長（米田光一郎君） 観光政策につい

ての御質問にお答えいたします。

転入者を対象とした、まち歩きツアーの企

画につきましては、全国では幾つかの実施事

例として、それぞれの地域内をめぐる転入者

向けバスツアー企画が見受けられるところで

ございます。

当市におきましても、このような市内観光

施設等案内ツアーの要望が寄せられており、

その実施方法等について研究しているところ

でございます。

市といたしましては、転入者のみならず、

参加を希望される市民や市外、県外の方も対

象にしたいと考えており、三沢市の観光資源

を広く理解していただくためにも、市内観光

施設等の観光ツアーを実施する方向で検討し

てまいります。

○議長（小比類巻雅彦君） 教育部長。

○教育部長（中村健一君） 教育問題の第１

点目、当市の奨学金制度についてお答えいた

します。

当市では、三沢市奨学資金貸付条例を定

め、しっかりした進学目標を持った生徒、学

生で、経済的理由により就学が困難と認めら

れる人に対して、奨学資金を貸し付けること

ができることとしております。

制度の内容につきましては、高校生には月

額１万円、大学生等には月額３万円を貸し付

けし、返還については、卒業後それぞれ月額

５,０００円あるいは１万５,０００円ずつを

返還いただくものであります。

応募者数と決定者数につきましては、平成

２６年度は、高校２名、大学等８名の計１０

名による応募があり、定例教育委員会におい

て選考の結果、全員を奨学資金貸付者として

決定いたしました。

なお、近年の応募者数は、おおむね十数名

程度で推移しており、より多額の貸し付けを

受けられる青森県育英奨学会や日本学生支援

機構の奨学金制度を利用している人もあるも

のと思われます。

滞納者と、それに対する返済猶予などの救

済策につきましては、平成元年度以降の返還

期間における平成２５年度決算時点での滞納

者は１９名であり、これらの人に対し、文書

や電話、面談で、納付のお願いをしておりま

すが、生活状況により納付が難しいと認めら

れる場合は、納付猶予や分割納付などに応じ

ているところであります。

次に、教育問題の第２点目、給付型奨学金

制度の導入についてお答えいたします。

県内１０市においては、八戸市が来年度か

ら完全給付型の奨学金制度を導入するとのこ

とであります。

給付型奨学金制度の導入に当たっては、適

切な運用を行うための制度の詳細について十

分検討することと、納付するための財源を長

期的に確保することが必要であると考えてお

ります。

また、三沢市立病院において、卒業と同時

に三沢病院の医師または助産師として勤務し

た場合に、返還免除となる就学資金制度を設

けていることなど、当市の現状も踏まえなが

ら、教育委員会として給付型奨学金制度につ

いて、今後、調査・研究してまいりたいと考

えております。

以上でございます。

○議長（小比類巻雅彦君） ４番奥本議員。

○４番（奥本菜保巳君） 御答弁ありがとう

ございました。

それでは、ここから一問一答方式で再質問

させていただきます。

まず、基地問題の１点目、グローバルホー

クとＦＡ－１８戦闘機の訓練実態と、それに

起因する被害状況についてということで、

今、報告をいただきました。

これから三沢市が、このように訓練の強化

とか、さまざまな局面を迎えているわけなの

ですけれども、それに対して、やはりグロー

バルホークというのは無人で、遠隔操作とい
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う運用です。

今、先ほども軍事機密といいますか、スパ

イ機ですから、その実態というのは明かされ

ないわけです。ですから、何が起こるかわか

らないというのが、本当に今、懸念しなけれ

ばならないところだと思うのです。

今、三沢基地における訓練強化の方向性と

いうのは、これから本当に注視していかなけ

ればならないというふうに私は思っているの

ですけれども、安倍政権が、今は選挙中です

けれども、推し進めてきた秘密保護法、集団

的自衛権の行使、憲法の改定など、いわゆる

戦争できる国づくりというのを、国がそうい

う方向性に進もうとしている。

そのときに、自衛隊の軍備の増強、アメリ

カとの一体化を進めて、訓練の強化を行って

いるわけなのです。それが三沢基地でも、こ

れから、今後どんどん行われるという危険性

もあるわけです。

このことをしっかりと認識して、これから

のＦＡ－１８戦闘機の訓練の問題、それから

グローバルホークの問題というのを三沢市と

して取り組んでいかなければならないと思う

のです。

このＦＡ－１８戦闘機によって、再編交付

金が８億円とか、幾らとかというふうになっ

ておりますけれども、やはりうまい話には気

をつけろと、よく昔から言いますけれども、

なぜお金をこんなにくれるのかということを

考えると、やはり危険だからですよね。

さまざまな防衛の予算をこうやって気前よ

く出してもらえるというのは、何かあるから

くれるわけで、それは危険だという、騒音被

害もあるし、墜落のそういうふうな危険性も

ある。そういうことだから再編交付金等も来

るのですけれども、本当に今、現状置かれて

いるというところをしっかりと三沢市でも今

後精査していかなければ、三沢市の市民の安

全というのは絶対守れないと思うのですが、

それについての見解をお願いしたいと思いま

す。

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。

政策財政部長。

○政策財政部長（中西敬悦君） 奥本議員の

再質問にお答えいたします。

当然いろいろな訓練の形態、それから配備

機種の変更等々、これは従来もそうでした

し、今後も想定されます。そういったものに

つきましては、三沢市といたしまして、市民

の方々広くから、議会の皆様を当然として、

意見をその都度お聞きしながら、その対応を

決定してまいりましたし、今後もその予定で

ございます。

常に飛行機種云々について、その内容は軍

事機密ということで、議員おっしゃっていた

とおり、我々は承知することができない部分

が多々ございますが、我々が最も必要とする

のは、安全に運航していただくということ

と、それから騒音被害を軽減する、これが一

番市民にとっては重要なことだと考えており

ますので、今後もその２点を重点的に、国に

対しては民生安定も含めますし、住民の方々

の安全、そういった生活に対する影響を少な

くするとか、そういったものを網羅した上

で、国に対しては要望を進めてまいりたいと

考えております。

以上でございます。

○議長（小比類巻雅彦君） ４番奥本議員。

○４番（奥本菜保巳君） 再々質問をさせて

いただきたいと思います。

今、ＦＡ－１８戦闘機の訓練実態の中で、

１０機、１８０名というふうにあったのです

けれども、今、米軍のほうが飲酒制限という

のを緩和して、三沢でも米兵の外出規制の緩

和というのがなされたと思うのですけれど

も、沖縄では、今、飲酒制限というのを緩和

して、米兵２人が酒気帯び運転、米軍海兵隊

ひき逃げ事件というのを起こしているわけで

す。緩和した後にこのような事件を起こして

おります。

それに対して、三沢市は、ＦＡ－１８戦闘

機の訓練部隊の海兵隊等も、これから三沢市

に入ってくるわけですから、そのことに関し

てどのように思われるのか、再々質問をしま
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すので、お願いします。

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。

政策財政部長。

○政策財政部長（中西敬悦君） 奥本議員の

再々質問にお答えいたします。

当方で把握しているのは、飲酒時間の緩和

はされていない、外出時間は緩和されている

というふうに聞いております。ですので、飲

酒に関しての条件は、従来とまだ変わってお

りません。

しかしながら、そういった米兵による事故

とか、そういったものについては、ほかの自

治体でも実際に起きているわけでございます

ので、そういったものには、事あるごとに指

導の徹底等は、そういったものを米軍のほう

にお願いしていきたいと思っております。

これは、空軍、海兵隊にとらわれず、すべ

からく、全ての軍人・軍属等にはそういった

教育を、現在でもかなりの回数、基地内での

教育はしているようですが、やり過ぎて困る

ということはございませんので、可能な限

り、そういった兵隊さんたちに対する教育を

続けていくようお願いしてまいりたいと考え

てございます。

以上でございます。

○議長（小比類巻雅彦君） ４番奥本議員。

○４番（奥本菜保巳君） 飲酒時間はそのま

まだということなのですけれども、外出時間

は延びたということで、やはり飲酒がそのま

ま、きっぱりと今までどおりできるかどうか

というところも不透明ですので、しっかりと

対応していかなければならないなということ

を思い、また、それを提言したいと思いま

す。

次に、基地問題の２点目なのですけれど

も、三沢市独自の騒音測定器設置における騒

音対策について再質問をさせていただきま

す。

訓練の強化によって、騒音被害というのは

すごく大きくなっているというふうに感じて

います。

住民の皆さんは、騒音区域内に限らず悩ま

されている。騒音測定器の数値もさることな

がら、それだけでは、やはり判断できないと

いう部分もあるのです、苦痛というのは。危

険な低空飛行もありますし、しっかりと市民

の声を届けるということが、やはり騒音対策

にとって大変重要なことだというふうに思っ

ています。

ぜひとも市民に対し、我慢せずに、防衛事

務所や三沢市に対し、騒音に対する苦情とい

うものを広く集める必要があるのではないか

なというふうに思っています。

私どもの国会議員が、塩川議員が防衛省の

ほうに、騒音の集計というものの話をしたの

ですけれども、防衛省によると、米国に対す

る苦情と、防衛局に対する情報提供に分けた

上で、苦情だけをアメリカ側に通知し、米軍

機による飛行と、回答を得られたものだけを

苦情として集計しているというふうにあるの

です。集計が過小にされているのではないか

ということも指摘されています。

ですから、苦情の電話をしても、情報提供

だというふうに区分けされるのでは、正しい

実態というものが、こういうものに反映され

ないと思うのです。

やはり市民の皆さんの安全を第一に思うの

であれば、やはり危険な飛行とか、そういう

ふうな目撃情報、また、騒音、そういうもの

に対して、しっかりと情報提供していただ

く。なかなか電話をするというのは勇気が要

るのです。ですから、その辺を三沢市民にお

願いする。

そして、そうすることによって、騒音被害

や危険な低空飛行による墜落事故、これを防

ぐ抑止にもなります。こういうふうな対応が

必要だと思うのですけれども、それについて

の回答をお願いします。

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。

政策財政部長。

○政策財政部長（中西敬悦君） 奥本議員の

騒音問題に関しての再質問にお答えいたしま

す。

確かに苦情を我慢するということは、正確
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な御意見を私どもも捉え切れない部分がござ

いますので、この件に関しましては、いろい

ろな説明会とか、そういったときに騒音の話

題になります。そういったときには、必ず、

我慢せずに、そういった苦情等はどんどん出

してくださいというお話も、従来からしてま

いりましたので、今後も同様の対応をしてま

いりたいと考えています。

以上でございます。

○議長（小比類巻雅彦君） ４番奥本議員。

○４番（奥本菜保巳君） しっかりと対応し

て、市民の安心・安全を守っていただきたい

というふうに思います。

次に、教育問題について再質問をさせてい

ただきたいと思います。

（１）制度内容についてなのですけれど

も、制度の内容をお話ししていただいたので

すが、今後、制度の充実というのをもっと目

指していただけないかなと。

八戸では、特待生制度というのがありまし

て、特待生になると返済しなくてもいいとか

というのが、月１０万円ずつというのがある

のですけれども、そういう奨学金の増額とい

うのを、それも視野にこれから検討されてい

くのかということをちょっとお聞きしたいと

思います。

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。

教育部長。

○教育部長（中村健一君） ただいま奥本議

員から御質問のありました件につきまして答

弁させていただきます。

それも含めて検討させていただきたいとい

うふうに考えております。

○議長（小比類巻雅彦君） ４番奥本議員。

○４番（奥本菜保巳君） 御答弁ありがとう

ございます。

それでは、応募者数と決定者数については

再質問はありません。

滞納者数と、それに対する救済策について

なのですけれども、今すごい良心的な対応を

されているということで、すごく安堵しまし

た。

今、さまざま、県のほうとかでも、いろい

ろ債権回収会社というところへ委託して、厳

しい取り立てをやっているところもあるので

す。今、一番使われている日本学生支援機構

も、債権を回収会社に委託しているわけです

ね、取り立てに。そういうことを絶対にして

はならないと思うのですけれども、絶対そう

いうことはないというふうに考えているかど

うかを確認したいと思いますので、お願いし

ます。

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。

教育部長。

○教育部長（中村健一） 奥本議員の再質問

にお答えいたします。

現在のところ、教育委員会では、そのよう

なことは考えてございません。

○議長（小比類巻雅彦君） ４番奥本議員。

○４番（奥本菜保巳君） それでは、教育問

題の２点目、給付型奨学金制度の導入ついて

再質問いたします。

本当にきのうの一般質問でも、人材不足と

いうことがすごく明らかになったと。介護士

もいませんし、医師も不足しているし、看護

師さんもいない、保育士さんもいない。そう

いうふうな、本当に深刻な状況があると思う

のです。

どんなにいい制度をつくっても、どんなに

立派な子ども館なり建物をつくっても、やは

りそれを担う人材がいなければ成り立たない

わけなのです。ですから、人材育成、確保と

いうのは本当に急がなければならないという

ふうな事態だと思っております。

団塊の世代が７５歳以上になる２５年まで

に、介護職員が最大で１００万人必要だとい

うふうに言われて、今でも足りない、取り合

いになっている介護士なのですけれども、そ

ういうふうなところも考えて、視野に入れ

て、三沢市に戻って３年就職すれば奨学金の

返済を免除するとか、こういうことも奨学金

制度の導入として、ぜひとも考えるべきだと

思うのですけれども、それについての御見解

をお願いしたいと思います。
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○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。

教育部長。

○教育部長（中村健一君） 奥本議員の再質

問にお答えをいたします。

三沢市では、従来から貸与型を採用してお

りますけれども、奨学金の返還については、

先ほども申し上げましたように、非常に柔軟

な対応をとっております。返す側にとって

は、極めて優しい制度ではないかなというふ

うに自負しております。

しかしながら、議員がおっしゃるように、

昨今の経済情勢、非正規社員の増加などによ

り、収入面なども厳しい状況にあることは、

私どもも十分承知をいたしております。

このようなことから、そしてまた、先ほど

議員から御指摘のありました、介護士であっ

たり、あるいは病院の看護師であったり、そ

ういったものと結びつけてはいかがなのでは

ないかということでございますけれども、そ

の辺も含めまして、給付型の奨学金制度、さ

まざまメリットあるいはデメリットもあろう

かと思います。

そしてまた、何より、先ほども申し上げま

したけれども、財源の確保が、これがまた一

番大事なことかなというふうなことも思って

おりますので、それらこれらをあわせて検討

させていただきたいというふうに考えており

ます。

○議長（小比類巻雅彦君） ４番奥本議員。

○４番（奥本菜保巳君） 前向きな御答弁、

本当にありがとうございます。

本当に、奨学金制度というのは必要だなと

いうふうに思っているのですけれども、やは

りこれは、こういういい制度があるというこ

とを、今、これからいろいろ検証されて、検

討されて、さらに使いやすい、喜ばれる奨学

金制度になっていくのだと思っているのです

けれども、このことを、やはり小学生、小さ

いときから、こういう制度のすばらしさとい

うものをしっかりと周知、伝えていくという

ことが私は大事ではないかと思うのです。

やはり小さいときから、私はお医者さんに

なって社会貢献したいのだとか、でも、家庭

的な事情があるという子供さんが、お金がな

くても学校に行けるのだというような気持ち

になって、前向きに挑戦していけるというこ

との可能性を考えると、やはり小さい小学生

のころから、こういう制度があるよというこ

とを父兄の方々にも広く周知して、有効に

使っていく、いい制度にしていく必要がある

のではないのかなというふうに思っておりま

す。

そのことを期待しまして、そのことの周知

徹底という部分でも、またお考えがあれば…

…。

○議長（小比類巻雅彦君） 再々質問です

か。

○４番（奥本菜保巳君） はい。再々質問で

す。お願いします。

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。

教育部長。

○教育部長（中村健一君） 奥本議員の再々

質問にお答えをいたします。

周知徹底をということでございますけれど

も、私どもといたしましては、広報みさわ

や、あるいはホームページ、あるいは各機会

を捉えてお話はさせていただいているつもり

ではございますけれども、さらにそういう機

会がありましたらお話をさせていただきたい

と、説明させていただきたいというふうに

思っております。

以上でございます。

○議長（小比類巻雅彦君） 以上で、４番奥

本菜保巳議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

２番髙橋武志議員の登壇を願います。

○２番（髙橋武志君） おはようございま

す。

２番市民クラブ髙橋武志でございます。通

告に従いまして、一般質問をいたします。

１件目の質問は、町内会の集会所について

質問いたします。

町内会の集会所は、住民が主体の地域づく

りの活動の拠点をなし、地域社会にとって生
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活を支える活動拠点、その中心をなすものだ

と考えます。

その集会所は、地域の自治会、老人会、子

供会などの活動拠点となるのはもちろんであ

りますが、高齢者をはじめ、住居者の方々の

生きる喜びを見出し、人々の触れ合い、助け

合い、また、交流を深めることができるサー

クル活動や、趣味を楽しむ場として、公正で

健全な活動の使用に供する施設であります。

当市では、市民が主体となった地域協働に

よるまちづくりを推進しております。町内会

が市民にとって一番身近な地域コミュニ

ティーとして、また、市にとっても一番身近

な協働の相手として、さまざまに協力を求め

ています。そして、今では、町内会に自主防

災組織の設置や災害時の要援護者支援、ま

た、地域きずな支え合い事業などなど、重要

な役割として協力も求めています。

市民と行政が対等の立場で進める協働のま

ちづくり、そのためには、情報発信、情報交

換できる拠点施設の整備が必要であります。

市長は、協働のまちづくりを標榜していま

す。三沢市協働のまちづくり推進指針が策定

され、その指針には、市民と行政による協働

の基本理念や必要性、また、現状と課題、そ

して協働実現に向けた市民への意識啓発、人

材育成、そして拠点整備などを掲げていま

す。

地域で集会所を持たない町内会もありま

す。その反面、市内には空き家なども目立っ

てきています。その空き家などを借り上げ、

小さな集会施設として町内の地域の中に密着

させ、集会所の機能を持たせることで、地域

が主体の市民が集う集会所になります。

小さな集会施設として空き家などを借り上

げ、その際に、市が何らかの支援をする仕組

みづくりができないものか。

そこで、次の２点についてお伺いいたしま

す。

１点目、三沢市の集会施設の現状につい

て。２点目、小さな集会施設を支援する仕組

みについて。この２点について御答弁、御所

見、よろしくお願いいたします。

２件目の質問は、高齢者の食育の推進につ

いて質問いたします。

高齢期は、老化の現象が顕著に目立つよう

になってきますが、老化はある日突然起こる

のではなく、一般的には４０歳前後から始ま

ると言われています。

基礎代謝や心肺機能、消化機能、そして運

動機能などの低下や、認知症、生活習慣病な

ど、その内容や進度、進む内容は人によって

さまざまでありますが、高齢者の方々が生活

の質を維持しつつ健康な生活を送るために

は、栄養のあるものを食べること、安全な食

べ物を食べること、また、おいしいと感じる

御飯を食べることは、とても大事なことであ

ります。そして、医療や介護を必要とする高

齢者を減らしていくことは、非常に重要なこ

とであります。

厚生労働省国民生活基礎調査によると、介

護が必要となった原因として、脳卒中や糖尿

病、心疾患などの生活習慣病が約３割を占め

る一方で、低栄養と関連があると指摘されて

いる、高齢による衰弱も１３％を占めていま

す。

ひとり暮らしの老人がふえ続ける中で、買

い物に出ていくのが面倒くさくなったり、自

分で料理したりするのがおっくうになった

り、１日３回の食事をきちんと食べることが

できなくなったり、そのほかにも身体機能の

低下、食欲不振、経済的な要因などから低栄

養に陥る高齢者は多く、その解消は大きな課

題の一つにもなっています。

さらに、今年３月に公表した日本人の食事

摂取基準の概要の中でも、高齢者の低栄養の

予防の重要性が指摘されています。

こういった国の方針などを踏まえ、多くの

自治体では、高齢者がみんなで楽しく食事の

できる環境をつくったり、食事バランスなど

を学ぶ機会を提供するといった、食育推進を

行うための基礎データを集め、その課題を分

析する高齢者の生活実態調査を行うこととし

ています。
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当市においても、今後増加する高齢者世帯

の食生活の実態を把握し、その背景や実情な

どを踏まえた的確な支援を行うことによっ

て、元気な高齢者をふやしていくことが大事

だと思います。

そのためには、食育の普及に取り組むボラ

ンティア、食生活推進員などの協力が必要と

思います。高齢者の特性や食事の注意事項、

認知症の知識などを学ぶための養成研修を受

講した食育アドバイザーが高齢者宅を訪問

し、継続的に栄養指導など、食生活のアドバ

イスを行い、また、高齢者を対象とした料理

教室や、高齢者同士の食育交流などをあわせ

て実施することによって、より効果的に食育

活動ができると考えます。

そこで、高齢者の食育推進について、２点

お伺いいたします。

１点目、本市において、高齢者の健康寿命

を延ばす観点から、身体機能の低下につなが

るとされる低栄養について、どのように認識

されているのか。２点目、高齢者の食育推進

の取り組みについて。この２点について御答

弁、御所見をよろしくお願いいたし、以上で

私の質問を終わります。

○議長（小比類巻雅彦君） ただいまの２番

髙橋武志議員の質問に対する当局の答弁を求

めます。

市長。

○市長（種市一正君） ただいまの髙橋議員

御質問の町内会の集会施設については私か

ら、高齢者の食育の推進については健康福祉

部長から答弁させますので、御了承願いたい

と存じます。

当市では、地域住民に連帯感を持って住み

よいまちを築いていただくため、活動拠点と

しての集会施設を市内各所に設置しておるわ

けであります。

御質問の集会施設の現状でありますが、現

在、市内集会施設は５２でありまして、それ

ぞれの町内会に、指定管理者として管理運営

をお願いをいたしておるところであります。

次に、単独で集会所を持たない小さな集会

施設を支援する仕組みについてであります

が、まず、集会施設を設置する場合、地域的

な要件等もありますが、基本的には、市街地

においては使用する世帯数がおおむね２００

世帯以上であることを目安としておりまし

て、これに満たない場合には、複数の町内会

に共同で使用していただいておるわけであり

ます。

しかしながら、町内会活動の活性化にも、

集会施設は非常に重要な要素の一つであるこ

とから、市としては、現在、その対応策を検

討しているところであります。

その内容でありますが、議員おっしゃるよ

うに、２００世帯未満の小規模な町内会が空

き家や賃貸住宅等を借り、集会施設として使

用する場合、その賃借料の一部を助成すると

いうものであります。

今後、町内会の拠点施設確保に向け、支援

制度の創設に向け、準備を進めてまいりた

い、このように考えております。

以上であります。

○議長（小比類巻雅彦君） 健康福祉部長。

○健康福祉部長（小泉富男君） 高齢者の食

育の推進についてお答えいたします。

御質問の第１点目、高齢者の低栄養に係る

認識についてお答えいたします。

高齢者が健康寿命を延ばし、安心して自立

した生活を継続するためには、健康維持のた

めの適切な栄養管理が不可欠であります。

高齢者の低栄養の原因は、食事摂取量の減

少であり、低栄養状態に陥ると、体重減少や

筋力の低下、感染症を起こしやすくなり、生

活自立度の低下や要介護度の上昇につながっ

ていくと言われております。

また一方では、高血圧や糖尿病などの生活

習慣病を抱える高齢者も多くなってきてお

り、食事制限が必要な糖尿病患者の半数以上

が高齢者であると言われております。

したがいまして、一律に型にはまった食は

適当でないと考えておりますが、食は命の源

であり、健康で豊かな生活を送るために欠か

せないものであると認識しております。
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御質問の第２点目、高齢者の食育推進の取

り組みについてお答えいたします。

当市では、市民一人一人が食についての意

識を高めるために、高齢者に限らず、妊娠期

から高齢期までのライフステージに応じた食

育に取り組んでいくことが大切であると考

え、平成２４年３月、三沢市食育推進計画を

策定したところでございます。

この計画の中で、高齢期に対する取り組み

として掲げている事項としては、バランスよ

く食べることや、歯の健康を保つことなどを

推進しております。

この取り組みとしては、６５歳以上の高齢

者を対象に、心身の生活機能に関する基本

チェックリストを地域ごとに郵送し、回答し

ていただいたチェックリストで低栄養の傾向

のある方には、市で実施している介護予防教

室への参加を勧め、栄養士などが栄養改善の

ための食べ方や食事づくり、食材の購入方法

などを指導して、栄養改善を図っておりま

す。

また、在宅において調理等が困難で偏った

食事になりがちな、ひとり暮らし高齢者に対

する配食サービスや、三沢市赤十字奉仕団に

よる、ひとり暮らし高齢者会食会も年２回開

催しております。そのほか、歯の健康を保つ

８０２０運動として、歯周病検診などを実施

しております。

さらに、三沢市食生活改善推進委員会で

は、私たちの健康は私たちの手でということ

をスローガンに、乳製品を使った骨粗鬆症の

予防講習会、高齢者の料理教室や家庭訪問に

より減塩についての普及啓発活動を実施する

など、健康づくり活動を各地域で推進してお

ります。

今後におきましても、高齢者の食育推進に

つきましては、関係機関・団体と連携して推

進してまいりたいと考えております。

以上でございます。

○議長（小比類巻雅彦君） ２番髙橋議員。

○２番（髙橋武志君） 市長をはじめ執行部

の御答弁ありがとうございました。

集会所については、体制整備、また、仕組

みづくりは、その準備を進めていきたいとい

うような回答だったと思います。早い時期に

実施できるような、そういう体制づくりをお

願いしたいなと思います。

また、地域には、町内会では施設を持たな

い、または共同で使用している町内会が大分

あるわけですから、拠点となる集会施設を設

けれるような、そういう体制づくりをお願い

したいと。これはお願いです。

２件目の質問の高齢者の食育について再質

問いたします。

食生活推進員の登録状況についてでござい

ますけれども、私たちの健康は私たちの手で

というような推進委員会のスローガンという

ことでございますけれども、当市において

は、食育推進の取り組み、現在もいろいろ推

進計画に基づいて行っているということでご

ざいますけれども、これから高齢者がどんど

んふえていくというような状況だと思いま

す。その中で、食生活の実態を把握したり、

あるいはどういう問題点があるのか、そうい

うものを統計をとったり、そういう推進員の

活動を、さらにまた、ボランティアというも

のをどんどんふやしていけないものかと、そ

ういうふうに思います。

２４年３月現在、１２８名というような推

進委員が登録されているというようにありま

すけれども、これは、国のほうでは昭和５８

年ぐらいには７０世帯に１人ぐらいの推進員

というような計画があったと思います。それ

に比べると、１２８名というのは何か少ない

のではないか、これから老人がふえる中で、

こういうものはもっとふやせないのかという

ふうに思います。

その件で、現在、当市に食生活改善推進

員、これはボランティアも含めて現在何名い

るのか。そしてまた、今までは女性が主体

だったと思いますけれども、これは平成９年

から男性も推進員になれるというふうに健康

法が変わっていると思います。男性も含め

て、現在どのくらいいるのか、それをお伺い



― 63 ―

したいと思います。

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。

健康福祉部長。

○健康福祉部長（小泉富男君） 食生活改善

推進員の登録人数についての再質問にお答え

いたします。

現在、食生活改善推進員の人数は１１６人

でございます。この人数で足りているのかと

いうと、髙橋議員御心配されているとおり、

確かに活動する実動者数が限られております

ので、もっと人数をふやさなければならない

と、このように考えております。

以上でございます。

○議長（小比類巻雅彦君） ２番髙橋議員。

○２番（髙橋武志君） １１６名の推進員と

いうことでございます。痴呆ボランティア、

これが五百何名登録されていると前回の一般

質問でありましたけれども、その辺とうま

く、各団体と連絡をとりながら、そういうも

のができないのかと。

そしてまた、三沢市で推進員を養成できる

わけですから、いろいろな形でこれから高齢

者がふえていく、その中で、やっぱりこの倍

ぐらいが、２５０名ぐらいが必要ではないの

かなというふうに思いますけれども、その辺

の見解をもう１回確認しておきます。

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。

健康福祉部長。

○健康福祉部長（小泉富男君） 食生活改善

推進員の増員計画、もっとふやせないのかと

いうことについて回答いたします。

食生活改善推進員は、健康づくり等のため

の知識や技術が必要となります。そして、決

められた養成講座を１０単位２０時間以上受

講しなければならないという規定がございま

す。

養成講座は、２４年度以来開催されていな

いというのが現状でございます。したがいま

して、来年度、養成講座や研修会を開催し、

単位取得者に対し修了証書を交付することで

増員計画を図ってまいりたいと、このように

考えております。

以上でございます。

○議長（小比類巻雅彦君） 以上で、２番髙

橋武志議員の質問を終わります。

これをもって、一般質問を終わります。

─────────────────

◎日程第 ２ 議案第７３号から

日程第２５ 議案第９６号まで

○議長（小比類巻雅彦君） 次に、日程第２

議案第７３号から日程第２５ 議案第９６

号までを一括議題といたします。

─────────────────

◎日程第２６ 議案質疑

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第２６ た

だいま一括議題といたしました全議案に対

し、議案質疑を行いますが、通告がありませ

んので、議案質疑を終結します。

─────────────────

◎日程第２７ 特別委員会の設置及

び議案の付託

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第２７ 特

別委員会の設置及び議案の付託を行います。

お諮りします。

ただいま一括議題となっております議案の

審査に当たりましては、８名をもって構成す

る予算審査特別委員会、同じく８名をもって

構成する条例等審査特別委員会をそれぞれ設

置し、これに付託の上、慎重に行いたいと思

いますが、これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。

よって、予算審査特別委員会、定数８名、

条例等審査特別委員会、定数８名をそれぞれ

設置し、これに付託することに決しました。

それでは、議案の付託を行います。

予算審査特別委員会には、議案第７３号か

ら議案第８１号までの９件を、条例等審査特

別委員会には、議案第８２号から議案第９６

号までの１５件をそれぞれ付託します。

─────────────────

◎日程第２８ 特別委員会委員の選

任
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○議長（小比類巻雅彦君） 日程第２８ 特

別委員会委員の選任を行います。

ただいま設置されました２特別委員会の委

員の選任については、委員会条例第８条第１

項の規定により、お手元に配付しております

特別委員会委員及び付託議案一覧表のとおり

指名します。

なお、特別委員会委員の方々は、本日散会

後、委員長、副委員長をそれぞれ互選して、

議長まで報告願います。

また、ただいま設置されました各特別委員

会の組織会は、予算審査特別委員会を大会議

室、条例等審査特別委員会を第２会議室にお

いて、それぞれ願います。

─────────────────

○議長（小比類巻雅彦君） 以上で、本日の

日程は終了しました。

なお、特別委員会審査等のため、本会議は

１７日まで休会となります。

次回本会議は、１８日午前１０時から会議

を開きます。

本日は、これをもって散会します。

午前１１時１２分 散会


